
◆化学  5月 31日～6月 4日までの課題（ 提出〆切 ６／７ ）   2年（   ）組（   ）番 名前（             ） 

 

※教科書を見ながら記入し、問題を解いて下さい。 

 

２節 気体の状態方程式 

Ａ 気体の状態方程式 

 

気体の状態方程式                      R：気体定数 （ 8.31×103 ）Pa･L/(K･mol) 

 

例題 

27℃，4.5×105 Paで，8.3 Lを占める気体の物質量は何molか。ただし，計算を簡単にするた 

め，R＝8.3×103 Pa･L/(K･mol) とする。 

 

 

問 

酸素 0.10 molを 4.0 Lの容器に入れて 127℃に保つと，圧力は何 Paを示すか。 

 

 

Ｂ 気体の分子量 

 物質量 nは， 

𝑛 =
(     𝑤    )

(    𝑀    )
    w：質量〔g〕  M：モル質量〔g/mol〕 と式変形できる。 

 

これを理想気体の状態方程式に上式を代入すると 

 

  𝑃𝑉 =
𝑤

𝑀
𝑅𝑇    

 

例題３ 

ある物質 1.4 gを内容量 500 mLのフラスコに入れ，これを 97℃で完全に蒸発させたところ、大気圧

が 1.0×105 Paであった。この物質の分子量を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 

ある物質 0.80 gを 830 mLの真空容器中で完全に蒸発させたところ，87℃で 4.0×104 Paを示

した。この物質の分子量を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 混合気体 

●混合気体の圧力 

 一定の温度 T，体積 Vの容器に気体 Aと，気体 Bを混合したとする。 

 

（            ）……混合気体が示す圧力   

（            ）……成分気体 A，Bがそれぞれ単独で容器の体積 Vを占めたときに示す圧力 

 

 

 

 

 

𝑤𝑅𝑇

𝑃𝑉
  

𝑤𝑅𝑇

𝑃𝑉
  

𝑃𝑉 = 𝑛𝑅𝑇 

𝑀 =        

ドルトンの法則 

混合気体の全圧は 



 P ：全圧  PA(B)：気体 A(B)の分圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●分圧と物質量の関係 

一定の温度，体積の中では，各成分気体の分圧は，気体の状態方程式から（ 物質量 ）に比例する。 

したがって，分圧の比は混合気体の（ 物質量の比 ）になる。 

 

例題４ 

右図の容器Aには 1.0×105 Paの水素を，容器Bには6.0×104 

Pa の窒
ちっ

素
そ

を入れた。温度一定でコックを開いてしばらく放置した。

次の各問いに答えよ。 

⑴ 混合気体中の水素と窒素の分圧および物質量の比を，それぞれ

求めよ。 

⑵ 混合気体の全圧を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 理想気体と実在気体 

（             ）……私たちが通常扱う実際の気体で，気体の状態方程式に，完全に従わない気体。 

分子自身に体積が（                ）， 

分子間力がはたら（                ）。 

 

（             ）……気体の状態方程式が成り立つと仮定した気体。 

分子自身の体積が（                ）， 

分子間力がはたら（                ）。 

 

 つまり，理想気体であれば  
𝑃𝑉

𝑅𝑇
=（          ）となる。 

 

●実在気体を理想気体とみなすことのできる条件 

 

圧力が（            ）とき 理由：分子自身の（             ）が無視できる。 

温度が（            ）とき 理由：分子の間の（             ）が無視できる。 

 

実在気体であっても，（       ）温（       ）圧の状態では理想気体に近いふるまいをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 

次の(ｱ)～(ｴ)のうち，①最も理想気体に近いふるまいをするもの，②最も理想気体からはずれたふるま

いをするものをそれぞれ記号で選べ。 

(ｱ) 300 K，1.0×105 Paの水素  (ｲ) 100 K，1.0×105 Paの水素 

(ｳ) 300 K，1.0×107 Paの水素  (ｴ) 100 K，1.0×107 Paの水素 

 

 

 


